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研究の動機 
　延岡のお土産屋と協力し、新しい方法でお
土産をPRすればお土産が売れ地域経済に貢
献できるのではないかと考えたから。 

先行研究・分かっていること 
【お土産を買う理由】　　　　　　 
・そこでしか買えないもの（28.1％） 
・名物、名品だから（20.9％） 
・欲しい物があるから（18.4％） 
【買う時に気にすること】　　　　　 
・その地でしか買えない（26.4％） 
・値段（23.7％） 
【1回での旅行でのお土産代】　 
・1000～3000円未満（33.3％ 
・3000～5000円未満（26.4％） 
＊旅行消費額の約33%がお土産！ 
 
 
 
 
 
 
 研究方法 
１.調査 
  ・延岡の有名なもの 
  ・延岡の既存のお土産 
  ・過去にやっていたPR方法 
  ・人気のお土産 

２.PRするお土産を決める 
３.PR方法を考える 
４.３を実行 
５.PR方法の改善 
６.３〜５を繰り返す 

仮説 
延岡のお土産屋と協力して新しい方法で
お土産をPRすれば地域経済に貢献でき
るのではないか。 

研究計画 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4〜5月 PRするお土産についての調査

6〜7月 効果的なPR方法を考案・実行

夏休み 考えたPR方法の効果確認・改善

9〜10月 改善点を活かし新たなPR方法を
実行・改善

11〜12月 同様のことを繰り返す


